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「東部中学校区研修会」での浅利芙美さんの研修をもとに推進センターで編集させていただきました。

情報リテラシー教育 ５つの基本
情報リテラシー教育について、中学校区ごとに考えることは非常に重要です。東部中学校区の小中６校の
教師たちが集まり、研修会を開催しました。この研修会では、伊那市の学校教育課と連携し、伊那市ICT
活用教育推進センターのメンバーである浅利芙美さんが講師を務めました。彼女は地域おこし協力隊の一
員であり、教職員の負担を軽減する提案やICT活用に関するノウハウの共有、資料の作成、そして子ども
たちの学習現場をサポートするお手伝いを行っています。

中学校区で考えるデジタル・シチズンシップ
小学校のうちにこれだけは伝えておきたい

　昨年度のICTカンファレンスの講演会でも「デジタル・シティズンシップ（情報技
術の利用における適切で責任ある行動規範）」について話題になりました。しかしそ
れ以前の問題として、超基本的なルール・モラル・マナーが身についているでしょう
か。 

•学習用iPadのルール（基本）iPadの使い方の指導をする上では、低学年では両手
で持つことや姿勢を正しくするなどの指導が必要です。高学年になるに従って、
「学習用」のiPadとしての価値と意義が理解できるようになっていきます。上級生
に向かうに従って、「学習用とはどういうことなのか」を意識させることができる
ようになります。私の授業では、「学習」とは何かを考え、可視化するような展開
をしています。 

•肖像権とモラル（道徳）低学年からトラブルの発生しやすい事象です。自分のもの
と他人のものという意識を明確にする必要があります。自分が無許可で撮られるこ
とに慣れていると、つい他人に対しても同様に振る舞いがちです。撮影も共有も、
許可や確認をとることを習慣づける必要があります。 

•個人情報（情報発信やSNS利用）個人情報と「私らしい情報」を区別することが大
切です。おおぜいの中から、自分を特定できる情報のことを個人情報といいます。
私だけでなく他の人にもあてはまることだと、その情報だけで誰か特定できませ
ん。「私らしい情報」を表現することは悪いことではありません。 

•メディア・バランス（長時間利用）家庭での長時間利用について、たいていは自分
自身で問題意識を持っています。簡単にクリアできる目標を立てさせて実行させる
のが良いでしょう。 

•セキュリティとパスワード 
※「ICT活用教育 NO.56」に詳細があります。
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伊那市では「学校教育情報化ビジョン２０２４」をもとに、 
iPadを導入して「ICT活用教育」を推進しています。

子どもと共に 
未来を創る教員
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